
























































1個、Cクラス 9個、Bクラス 16個、の合計 26個のフレア現象が観測されたとのことで
あり、次年度にはこれら最近のイベントについての解析も進めて行く予定である。
これらの国際学術交流による科学的成果は、次年度 7月に日本において開催する二度目
の国際ワークショップや、10月にナイジェリアで開催される International Space Weather
Initiative (ISWI) 国際会議などにおいて、発表・報告を行なう予定である。
（上野 悟、森田 諭 記）
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